
歩道拡幅

一般国道13号 新庄市金沢地内
対策時期：Ｈ１４．３
事務所名：山形河川国道事務所

整備前 歩道 幅 狭 ､歩行者･自転車 快適 通行 阻害は の が く の な を

・国道13号新庄市金沢地区は、大型量販店やレストランなど商業施設が沿線に立地しており、その背
後が住宅地となっている。交通量も多く、自転車・歩行者と沿道への出入り車両が錯綜している。

・しかし、歩道の幅は1.5ｍで、歩行者・自転車が快適に通行できない状況であった。

＜整備前＞ ＜整備後＞

＜幅の広い歩道の整備＞
・歩道の拡幅を図り、安全かつ快適な歩行空間を確保。

安心して歩道を通行することが可能に
・歩道の拡幅整備により、歩行者の車道通行等により発生したと考えられる冬期の事故件数は、整備

前の2.6件/年から へと年平均 した。1.6件/年 1件減少
・アンケート調査の結果、歩行者・自転車利用者の の方が と評価約６割 「冬期の安全性が向上した」

しており、その理由として などの回答が得られている。｢車道へはみ出すことが減った｣
「人・自動車利用者は、 の方が と評価しており、その理由として約７割 「冬期の安全性が向上した」

などの回答が得られている。との接触事故の危険性が低下した」

＜金沢地区の冬期事故件数＞ ＜金沢歩道の冬期安全性の向上＞＜金沢歩道の冬期安全性の向上＞

（歩行者・自転車利用者） （自動車利用者）

<利用者の声>

この地区の歩道は、学生やお年寄りが主として歩いているの資料：死傷事故ﾃﾞｰﾀ(H10～H15)

で、前はちょっと危険かなと思ってましたが、今は、きちんと整
備されていて車道も広いし、走りやすく、車道を歩く人もいなく
なり大変良かったと思ってます。（30代・女性）

資料：H16道路利用者CSアンケート（国土交通省山形河川国道事務所）
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【冬期安全性向上の主な理由】

・車道へはみ出すことが減った

・人や自転車とぶつかることが減った
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【冬期安全性向上の主な理由】

・人との接触事故の危険性が低下した

・除雪後の走行可能な幅が広くなった


